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Ⅴ．特記事項 

１．東洋医学を取入れたカリキュラム 

「建学の精神」に基づき、鍼灸学科以外でもカリキュラムに東洋医学を取入れている。 

看護学科では、「医学概論」「東洋医学概論」「コンプリメンタリーセラピー方法論」など

東洋医学を中心とした統合医療の理念に基づく看護を学び、臨地実習の最終に「看護総合・

統合実習」を実施している。これにより “対象と看護者との人間関係を大切にした全人的

なケアにより自然治癒力を引き出す” 創造的で主体的な看護を学ぶ機会となっている。 

また、柔道整復学科では「鍼灸・東洋医学入門」、救急救命学科では「東洋医学概論」「東

洋医学診断学・治療学」を取入れており、東洋医学を通して学んだことを各学科の専門分

野でいかに活用するかを考えさせる点が特筆すべきところである。 

なお、東洋医学をカリキュラムに取入れることは、東洋医学の学びだけにとどまらず、

人と自然との関係性を表す基本的な考えである「天人合一思想」を理解し、エコロジーの

視点に立って行動することに繋がる。これは「建学の精神」の“人と自然との調和”に通

じており、本学では“人と自然との調和”を体現し、社会貢献できる鍼灸師、看護師、保

健師、助産師、柔道整復師、救急救命士を育成している。 

 

２．充実の実習環境（附属病院、附属鍼灸センター、老人保健施設） 

本学では、標榜 16 診療科 114 床を有する附属病院をはじめ、4 つの鍼灸施術所と統合

医療センター（クリニック）を設置し、学生の見学実習及び臨床実習をサポートしている。

すべての学科が行う附属病院実習は、医療実践の現場の中で、多職種がいかに連携しチー

ム医療を実践するかを体感できる貴重な実践の場であり、隣接する老人保健施設「総合老

人福祉の園 はぎの里」など充実した実習環境を整えている。 

学外実習の提携施設も充実しており、病院、施術所、保健所及び消防署など 95 施設（平

成 31 年 3 月現在）の協力を得て、質の高い実習教育を行っている。このネットワークを

生かして、学生は実習を重ね、学習したことの実践力・応用力を高めている。 

関西圏の大学では唯一、キャンパス内に「救助訓練施設」を設けており、救急救命士と

救助隊員が連携してロープや救助用資器材を用いた実践的な実習を行っている。また、平

成 31(2019)年には「附属防災救急救助研究所」を設置し、防災・救急救助に関する教育研

究の推進や啓発活動、更には高い専門知識を有する人材育成に活用している。 

また、昭和 57(1982)年に開設した附属東洋医学研究所は、共同研究室 22 室と 4 つの実

験動物飼養保管施設があり、共同利用の研究施設として日々研究に供されている。 

 

３．国際交流の充実・発展 

国際交流の充実・発展に努めており、ポルトガルの「The College of Acupuncture and 

Moxibustion of A.P.A.E for Medical Doctors Only」「Sports Lisboa e BENFICA」や、「釜

山大学」、「ベトナム国立伝統医学大学」「ベトナム国立鍼灸病院」「ベトナム国立伝統医学

病院」等と学術交流協定を締結している。 

平成 25(2013)年から実施のポルトガル研修では、「Sports Lisboa e BENFICA」やクリ

ニック等で学術交流を行っており、平成 27(2015)年からは専任教員を派遣し、日本の鍼

灸・柔道整復によるケア活動や講演会を実施している。 


